平安女学院院長・大学学長　山岡　景一郎　殿
	「聖公会京都教区の人権侵犯事件と平安女学院の関係について」
貴校ますますご清栄のこととお喜び申し上げます
	

	　平安女学院は131年前の1875年（明治8年）に、英国のカンタベリー大聖堂をルーツとする聖公会によって創立されて以来キリスト教精神に基づく女子教育を展開し、次のような建学の精神　『知性を広げ、望みを高くし、感受性を豊かにしそして神を知らせる』　によって培われた素晴らしい歴史と伝統を持つ学院であると聞いています。
さて、昨年この聖公会の京都教区で120年の宣教が帳消しになるような深刻な人権侵犯事件が発覚し、昨年12月教区の最高責任者の高地主教が奈良県県庁においてメディアの記者を前に被害者及び社会に対して「自分たちが犯した誤判断により被害者に2重の苦しみを与えた」と謝罪されました。この事件は加害者本人が一旦退職決定を受け入れたにもかかわらず、突然事実無根を言い出した司祭の主張のみを認め、退職を取り消し、それ以後一貫して4年間の長きにわたり、教区あげて被害者を“虚言症”扱いした誠に信じがたい不祥事であります。その誤った判断のキーマンの一人が本年4月貴平安女学院大学の精神的指導司祭として着任されました。この事件の悪質性、人権侵犯事件としての責任者（当時の常置委員）がこのような教育現場に在籍されていることは社会的規範からみて誠に不自然この上ないと思われます。
平安女学院自身でもこの事件を詳しく考査し、しかるべき対応をされんことをここに申し入れます。　（この人物を任命した京都教区高地主教に対してはこの人事を再考するよう申し入れています。）
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